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１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と決
意

感
謝

　

午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た
記
念
式
典

で
は
、
し
の
や
文
秀
氏（
ナ
レ
ー
タ
ー
／

５９
回
卒
）が
司
会
を
務
め
、
ま
ず
全
員
が

起
立
し
て
学
歌
を
斉
唱
。
そ
し
て
髙
塚

邦
夫
常
務
理
事
が
式
典
の
開
会
を
宣
言
。

大
学
を
代
表
し
て
勝
田
泰
久
理
事
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
勝
田
理

事
長
は
「
創
立
８０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
列
席
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各

位
の
支
援
の
た
ま
も
の
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
本
学
の
歴
史
や
８０
周
年
記

念
事
業
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
、
経
済
・

経
営
学
の
伝
統
を
基
盤
と
し
た
独
自
教

育
に
よ
る
人
材
育
成
な
ど
に
言
及
。「
８

2012年度大阪経済大学 卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします。
卒業式・学位授与式のご案内卒業式・学位授与式のご案内

対象学部：経済学部、人間科学部、大学院経済学研究科、
 大学院人間科学研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2013年3月14日（木）　9：30開場　10：00開式

対象学部：経営学部、経営情報学部、大学院経営学研究科、
 大学院経営情報研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2013年3月14日（木）　12：30開場　13：00開式

午
前
の
部 お

問
い
合
わ
せ午

後
の
部

大阪経済大学　教学部　学務課
電話（06）6328-2431㈹
● 学生・保護者の方用の駐車場がありません。
車でのご来場はご遠慮ください。

● 収容人数の関係で、保護者の方は式場内へ
お入りいただけないこともあります。あら
かじめご了承ください。　なお、同館3階の
教室において、式典の模様を同時放映いた
します。

　

本
学
の
「
創
立
８０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
が
、
１０
月
１
日

（
月
）、
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
、

９
０
０
名
を
超
え
る
列
席
者
や
関
係
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

創
立
80
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

次のステージへ
新たなスタート――

万
６
９
３
６
名
に
の
ぼ
る
Ｏ
Ｂ
が
本
学

最
大
の
財
産
。
本
日
の
式
典
が
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
念
じ
て
い
る
」

と
決
意
を
語
っ
た
。

　

来
賓
か
ら
の
祝
辞
で
は
、
ま
ず
前
文

部
科
学
大
臣
・
平
野
博
文
氏
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育

局
・
私
学
部
私
学
助
成
課
長
・
森
田
正

信
氏
が
代
理
と
し
て
読
み
上
げ
、「
８０
周

年
の
良
き
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
我
が
国
は

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
、
国
際
社
会
と
の
競
争
の

激
化
と
い
っ
た
国
難
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
持
続
的
な
発

展
を
遂
げ
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
活
躍

し
日
本
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
と
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

え
ら
れ
た
。

　

続
い
て
日
本
私
立
大
学
協
会
事
務
局

長
・
小
出
秀
文
氏
か
ら
「
近
年
の
大
阪

経
済
大
学
の
躍
進
は
私
学
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
さ
な
が
ら
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

あ
る
。
創
意
工
夫
を
本
領
と
す
る
私
立

大
学
の
面
目
躍
如
を
実
感
し
て
い
る
。

私
立
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
が
、
私
立
大
学
の
今
日

的
役
割
の
重
要
性
に
思
い
を
い
た
し
、

全
学
一
致
の
協
力
体
制
に
よ
り
一
層
の

躍
進
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
祈
念
す
る
」

と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
本
学
の
協
定
校
で
あ
る
メ
ン
フ

ィ
ス
大
学
のShannon Blanton

氏（Vice 
Provost for undergraduate studies

）

か
ら
は
祝
辞
と
し
て
、「
学
生
の
知
性
と

個
性
を
伸
ば
し
、
地
域
社
会
を
豊
か
に

す
る
研
究
活
動
を
進
め
る
と
の
理
念
に

感
銘
を
受
け
た
。
２
０
０
２
年
に
一
般

交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
、
両
校
の
き
ず

な
が
強
く
結
ば
れ
た
こ
と
を
光
栄
に
思

う
。
さ
ら
な
る
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

こ
の
先
も
学
生
た
ち
に
良
い
影
響
を
与

え
続
け
た
い
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

お
祈
り
す
る
」
と
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。

講
演
す
る
佐
藤
茂
雄
氏

創
立
80
周
年
を
祝
っ
て
鏡
開
き

グリークラブの歌声が披露された

　

そ
し
て
来
賓
紹
介
と
祝
電
披
露
に
続

い
て
、
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
の
佐
藤

茂
雄
氏（
京
阪
電
気
鉄
道
取
締
役
相
談

役
）が
「
大
阪
を
元
気
に
す
る
た
め
に
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
。
佐
藤
氏
は
、

「
今
の
日
本
は
閉
塞
感
に
満
ち
て
い
る
状

況
。
東
京
に
学
べ
、
で
は
な
く
大
阪
独

自
の
取
り
組
み
が
必
要
」
と
前
置
き
し

て
、
ま
ず
努
力
す
れ
ば
報
わ
れ
る
と
い

う
人
生
観
が
通
用
し
た
時
代
の
大
阪
の

発
展
を
振
り
返
り
、
現
在
の
東
京
へ
の

一
極
集
中
を
問
題
視
。「
江
戸
時
代
の
三

都（
大
阪
・
京
都
・
東
京
）の
歴
史
に
な

ら
い
、
個
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が

必
要
。
か
つ
て
の
『
大
大
阪
』
を
作
り

上
げ
た
都
市
経
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ

れ
を
成
し
遂
げ
る
意
志
の
強
さ
を
学
ば

な
い
と
い
け
な
い
」
と
強
調
。
そ
し
て

商
工
会
議
所
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
観

光
都
市
推
進
の
仕
掛
け
づ
く
り
」
な
ど

五
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
。

「
大
阪
の
強
み
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。
そ

の
吸
引
力
に
自
信
を
持
っ
て
進
み
、『
千

客
万
来
都
市
・
大
阪
』
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て
い

か
な
い
と
日
本
は
沈
没
す
る
。
我
々
は

良
き
大
阪
・
良
き
日
本
を
創
り
上
げ
る

努
力
を
し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

式
典
の
最
後
は
德
永
光
俊
学
長
に
よ

る
謝
辞
で
、
德
永
学
長
は
「
創
立
８０
周

年
を
お
祝
い
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
し
た
い
。
中
国
の
古
典
に
『
１

年
の
計
画
な
ら
穀
物
を
、
１０
年
の
計
画

な
ら
樹
木
を
、
１
０
０
年
の
計
画
な
ら

人
を
植
え
る（
人
材
を
養
成
す
る
）の
が

良
い
』
と
い
う
名
言
が
あ
る
。
大
阪
経

済
大
学
は
２
０
３
２
年
の
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、
３
・
１１
以
降
の
日
本
社
会
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
担
う
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
経
済
・
経
営
系

の
私
立
大
学
と
し
て
、
大
阪
だ
け
で
な

く
日
本
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
し
た

い
」
と
宣
言
。「
学
生
た
ち
の
満
足
度
、

面
倒
見
の
良
さ
、
幾
つ
か
の
分
野
で
の

学
問
研
究
に
お
け
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

の
実
現
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
の
祝
賀
会
で
は
、
ま

ず
草
薙
信
照
副
学
長
が
開
会
宣
言
。
そ

し
て
式
典
の
来
賓
や
本
学
関
係
者
、
近

隣
住
民
な
ど
に
よ
る
鏡
開
き
と
、
来
賓

の
小
出
秀
文
氏
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
が

行
わ
れ
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

途
中
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
「
桜
」

（
詞
・
曲　

小
渕
健
太
郎
、
黒
田
俊
介
）

を
は
じ
め
と
す
る
６
曲
を
披
露
。
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
先
輩
１５
名
も
参
加
し
た
ス

テ
ー
ジ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
そ
し

て
海
外
協
定
校
か
ら
、
お
祝
い
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、
次
い
で
本
学
８０
年
の
歩

み
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
ま
た
吹
奏
楽

総
部
が
「
マ
ー
チ
『
夢
と
勇
気
、
憧
れ
、

希
望
』」（
曲　

内
藤
淳
一
）な
ど
７
曲
を

演
奏
し
た
。

　

祝
賀
会
の
最
後
は
北
村
實
理
事
に
よ

る
謝
辞
で
、
北
村
理
事
は
「
８０
年
の
歴

史
を
考
え
る
と
、
胸
に
迫
る
思
い
が
あ

る
。
本
学
は
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て

何
度
も
変
化
し
て
き
た
。
再
び
今
、
知

恵
と
努
力
で
『
変
わ
る
大
経
大
』
を
め

ざ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、
１
０
０

周
年
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
く
決
意
を
述
べ
た
。

あいさつする
勝田理事長

あいさつする德永学長
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平
成
２４
年
度
・
大
阪
経
済
大
学
・
大
樟
会
総
会
が
、
１１
月
３
日

（
土
・
祝
）、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
Ａ
館
３４
教
室
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が
学
生

会
館
２
階
多
目
的
室
で
開
か
れ
、
７
０
０
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

平成24年度大樟会総会

700名 つながり いっそう
歌
声
を
披
露
す
る
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

講
演
す
る
中
村
雄
二
氏

　平素は、創立80周年記念事業に対
し、ご理解とご協力を賜り誠にありが
とうございます。
　さて、これまで繰り返しKEIDAI 
DAYSで皆様にご寄付をお願いいたし
ましたところ、多くの方よりご厚意を
お寄せいただきました。改めて御礼申
し上げます。
　創立80周年記念事業期間は2013年3
月31日までとなっており、募金募集期
間中に10万円以上のご寄付をされた方
（累積額）には、銘板にご芳名を掲載さ
せていただきます。
　何卒記念事業募金の趣旨をご理解い
ただきまして、格別のお力添えを賜り
ますよう心よりお願い申し上げます。
　また、ご寄付をいただいた方には税
制上の優遇措置もございます。所轄の

税務署での確定申告が必要となります
ので、確定申告に必要な書類は本学へ
の入金を確認した後に送付いたします。
なお、領収書の発行日付は、寄付金が
本学に入金された日となります。詳細
につきましては本学創立80周年記念事
業ホームページをご覧ください。

創立80周年記念事業募金にご協力を

件数 金額（円）
新図書館 1,208 93,277,232
指定なし 789 98,135,821
振興基金 584 47,500,200
合計 2,581 238,913,253
達成率 29.9％

※指定なし：新図書館へ使用する旨、募金
趣意書に記載済み

※上記期間における処理件数・金額を表示

創立80周年記念事業募金状況報告
（2012年12月10日現在）

　

午
前
１１
時
か
ら
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

評
議
員
の
小
林
真
人
さ
ん（
大
樟
会
常

務
理
事
）が
司
会
を
務
め
、
冒
頭
、
物

故
会
員
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
。
そ
し

て
当
日
が
お
披
露
目
と
な
っ
た
新
し

い
大
樟
会
旗
を
背
に
、
実
行
委
員
長

の
進
木
伸
次
郎
さ
ん
が
開
会
を
宣
言
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ド
で
学
歌
を

斉
唱
し
た
。

　

続
い
て
大
樟
会
会
長
の
佐
藤
武
司

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
８０
周
年
記
念
版

の
「
澱
江
」
が
編
さ
ん
中
で
あ
る
こ

と
、
来
年
８
月
に
完
成
予
定
の
４
期

棟
に
寄
贈
さ
れ
る
陶
板
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
、「
会
員
８
万
７
０
０
０
人

の
総
力
を
挙
げ
て
大
学
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
大
学
か
ら
評
価
し
て
も
ら

え
る
同
窓
会
に
し
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

　

来
賓
か
ら
の
祝
辞
で
は
、
ま
ず
勝

田
泰
久
理
事
長
が
創
立
８０
周
年
を
迎

え
た
本
学
の
現
状
を
説
明
。
そ
の
う

え
で
「
９０
〜
１
０
０
周
年
を
展
望
し
、

入
学
者
の
確
保
、
教
育
の
充
実
、
就

職
支
援
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
、
さ
ら

に
教
職
員
の
社
会
に
お
け
る
発
信
力

の
向
上
に
取
り
組
み
、
財
政
基
盤
を

揺
る
が
さ
ず
将
来
へ
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　

続
い
て
德
永
光
俊
学
長
が
、「
学
生

の
力
は
確
実
に
伸
び
て
い
る
。
大
学

は
学
生
が
主
人
公
。
時
間
は
か
か
っ

て
も
『
そ
っ
と
手
を
添
え
じ
っ
と
待

つ
』
教
育
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
、
さ
ら
に
「
経
済
経
営
系

の
私
立
大
学
と
し
て
、
満
足
度
・
面

倒
見
の
良
さ
・
研
究
に
お
い
て
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
す
」
と
宣
言
し
た
。

　

そ
し
て
副
実
行
委
員
長
の
大
谷
忠

久
さ
ん
に
よ
る
来
賓
紹
介
の
あ
と
、

３０
年
近
く
大
樟
会
の
常
務
理
事
を
務

め
た
神
田
博
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
贈
呈
。
続
い
て
４４
支
部
の
支
部

長
や
支
部
長
代
理
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
締
め
く
く
り
は
本

学
客
員
教
授
で
前
・
駐
イ
タ
リ
ア
特

命
全
権
大
使
の
中
村
雄
二
氏
が
、「
欧

州
通
貨
危
機
と
日
本
外
交
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
。
中
村
氏
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
通
貨
不
安
が
日
本
を
含
む

世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
前

置
き
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
長
く
外
交

官
を
務
め
た
経
験
に
基
づ
き
、
Ｅ
Ｕ

の
誕
生
や
、
通
貨
統
合
に
至
る
歴
史

的
・
政
治
的
背
景
な
ど
を
解
説
。
通

貨
危
機
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
各
国
指
導
者

の
思
惑
な
ど
に
も
言
及
し
た
。
ま
た

日
米
外
交
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ア
メ
リ
カ
の
相
関
関
係
を
一
つ

の
例
と
し
て
掲
げ
、
緊
張
が
高
ま
る

領
土
問
題
に
つ
い
て
は
「
国
民
感
情

と
結
び
つ
い
て
お
り
妥
協
が
難
し
い
。

当
面
、
神
経
戦
を
覚
悟
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
長
期
的
に
は
解
決
の
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇　

　

会
場
を
学
生
会
館
２
階
・
多
目
的

室
に
移
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
司

会
を
評
議
員
の
平
田
義
行
さ
ん（
大
樟

会
常
務
理
事
・
広
報
部
長
）が
務
め
、

「
創
立
８０
周
年
の
記
念
す
べ
き
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
な
っ
た
。
多
く
の

仲
間
と
母
校
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
語

り
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
開
会
の
あ
い

さ
つ
。
佐
藤
大
樟
会
会
長
・
勝
田
理

事
長
・
德
永
学
長
に
よ
る
鏡
開
き
が

行
わ
れ
、
税
理
士
大
樟
会
会
長
・
三

木
泰
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
。
１
年
ぶ

り
に
出
会
う
同
窓
生
が
懇
談
す
る
和

や
か
な
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

大樟祭大樟祭大樟祭
大盛況!

2012.11.2（金）～4（日）

　

今
年
は
ゼ
ミ
同
窓
会
と
人
間
科
学

部
の
同
窓
会
も
同
時
に
行
わ
れ
、
２２

ゼ
ミ
と
２
大
学
院
、
そ
し
て
人
間
科

学
部
を
合
わ
せ
て
約
５
０
０
名
も
の

若
い
同
窓
生
が
来
学
し
、
パ
ー
テ
ィ

ー
会
場
に
も
姿
を
見
せ
た
。

　

草
薙
信
照
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
の
女
性
た
ち

（
１４
年
卒
）は
「
初
め
て
同
窓
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
が
き
れ

い
に
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
」。
小

谷
融
ゼ
ミ
の
男
性
Ｏ
Ｂ
た
ち（
１６
年

卒
）は
「
同
窓
会
は
初
め
て
。
女
子
学

生
が
増
え
て
共
学
と
い
う
感
じ
に
な

り
ま
し
た
ね
」。
山
本
恒
人
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ

の
玉
木
力
也
さ
ん（
２０
年
卒
）は
「
つ

な
が
り
が
大
切
な
時
代
。
後
輩
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
い
た
。
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２
０
１
２
年
度
・
春
学
期
卒
業
式
が

９
月
１８
日（
火
）、
午
前
１０
時
か
ら
Ｃ
館

３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
卒
業
生
の

門
出
を
祝
っ
て
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
「
遥

か
な
友
に
」（
詞
・
曲　

磯
部
俶
）を
合

唱
。
来
賓
の
同
窓
会
長
、
学
長
、
理
事

長
、
各
学
部
長
、
各
研
究
科
長
が
登
壇

し
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
経
済
学
部
・
経
済
学
科（
３８

名
）、
経
済
学
部
・
地
域
政
策
学
科（
１２

名
）、
経
営
学
部
第
１
部
・
経
営
学
科

（
１０
名
）、
経
営
学
部
第
１
部
・
ビ
ジ
ネ

ス
法
学
科（
９
名
）、
経
営
学
部
第
２

部
・
経
営
学
科（
２
名
）、
経
営
情
報
学

部
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科（
９
名
）、
経

営
情
報
学
部
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科（
１０

名
）、
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科（
５
名
）

の
計
９５
名
を
代
表
し
て
、
人
間
科
学
部

の
岡
内
友
樹
さ
ん
に
、
続
い
て
経
営
学

研
究
科（
６
名
）を
代
表
し
て
劉
開
軍
さ

ん
に
、
德
永
光
俊
学
長
か
ら
卒
業
証
書

や
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　

德
永
光
俊
学
長
は
式
辞
と
し
て
、
現

在
も
大
き
な
夢
を
追
い
か
け
た
り
社
会

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
に

関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
、「
大
学

４
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
１０
年
・
２０
年

後
に
も
き
っ
と
蘇
っ
て
く
る
。
初
代
学

長
で
あ
る
黒
正
巌
先
生
の
『
道
理
は
天

地
を
貫
く
』
と
い
う
大
経
大
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
言
葉
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

ま
た
私
か
ら
は
『
志
を
立
て
て
貫
く
』

と
『
お
か
げ
さ
ま
』
の
二
つ
の
言
葉
を

贈
り
た
い
。
大
経
大
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生

を
激
励
し
た
。

　

第
３
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ（
運
営
／
学
生
実
行
委
員
会
）が
、
１１
月
２
日（
金
）午
前
９
時
３０
分

か
ら
、
Ｂ
館
３
〜
４
階
の
７
会
場
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
本
学
４
学
部
か
ら
４３
チ
ー
ム
が
参
加
。
予
選
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
１
位
に
な
っ
た
６
チ
ー
ム
と
、
敗
者
復
活
戦
で
勝
ち
残
っ
た
２
チ
ー
ム
の
計
８
チ
ー
ム
が
決

勝
戦
に
進
出
。
研
究
成
果
と
プ
レ
ゼ
ン
力
を
競
い
合
っ
た
。
各
チ
ー
ム
の
発
表
時
間
は
１０
分（
プ
ラ
ス
質
疑

応
答
５
分
）で
、
発
表
時
間
が
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は
減
点
、
１２
分
を
超
え
た
場
合
は
打
ち
切
り
と
な
る
。

学
内
外
の
審
査
員
３２
名
が
、
情
報
収
集
力
・
論
理
性
・
着
眼
点
・
プ
レ
ゼ
ン
力（
技
術
、
内
容
、
姿
勢
）・

質
問
対
応
力
に
つ
い
て
１０
点
満
点
で
採
点
し
た
。

　10月16日（火）「2012年度第2回課外活動表
彰式」が本学Ｊ館前で行われました。 顕著な
活躍をし、本学の名誉に貢献したことをたた
え、理事長、学長、大樟体育会会長から励ま
しの言葉がおくられました。 また、受賞者が
今後の決意を表明しました。 表彰された学生
の皆さん、おめでとうございます。

団
体
準硬式野球部 第64回全日本大学準硬式野球選手権大会　ベスト4
弓道部 第60回全日本学生弓道選手権大会　ベスト8
ハンドボール部 第55回全日本学生選手権大会出場（27年連続47回目）
映画研究部 夏季関西シネック1位、2位、部門賞
大阪経大SIXERS makes cup　準優勝

個
人
富山　恭平 西日本学生陸上競技対校選手権大会　3000mSC第4位

大上　真弥
第31回関西学生柔道体重別選手権大会　60kg級第3位
第31回全日本学生柔道体重別選手権大会　60kg級出場

福島　康平 硬式野球部　100本安打達成
平岡　康平 ROOKIS FIGHT vo.12　優勝（Battle Ground）

大
経
大
を
誇
り
に
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を

第2回課外活動表彰式が行われました

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
藤
原
忠
毅

ゼ
ミ
「Team TKT.

」
の

「
太
陽
光
発
電
普
及
に
つ
な
が

る
創
造
」
が
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
江
島
由
裕
ゼ
ミ
「
テ
ネ

リ
タ
ス
」
の
「
新
し
い
シ
ョ

ッ
プ
の
創
造
／
テ
ネ
リ
ー
タ

メ
ゾ
ン
の
大
阪
進
出
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
」
が
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
は
藤
原
忠
毅
ゼ

ミ
「Matching

」
の
「
経
験

か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
／
企
業

と
学
生
が
生
み
出
す
創
造
的

な
社
会
」
が
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

は
上
宮
智
之
ゼ
ミ
「
プ
レ
ッ

ツ
ェ
ル
」
の
「
ア
ン
カ
リ
ン

グ
か
ら
見
る
世
界
の
創
造
／

あ
な
た
の
判
断
、
操
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
か
」
が
、
Ｅ
ブ
ロ

ッ
ク
は
梅
原
英
治
ゼ
ミ
「
梅

ち
ゃ
ん
先
生
」
の
「
地
域
活

性
化
の
た
め
に
／
逆
転
の
発

想
」
が
、
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
は
宮

川
敏
治
ゼ
ミ
「
宮
川
ゼ
ミ

team B

」
の
「
冒
険
心
？
自

信
過
剰
？
の
創
造
／
男
女
の

競
争
意
識
の
差
の
検
証
」
が

１
位
と
な
り
、
決
勝
進
出
を

決
め
た
。

　

続
く
敗
者
復
活
戦
で
は
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
だ
っ
た
藤

原
忠
毅
ゼ
ミ
「
経
音
部
」
の

「
音
楽
産
業
の
未
来/NO 

LIVE NO LIFE

」
と
、
Ｄ
ブ

ロ
ッ
ク
２
位
だ
っ
た
井
形
浩

治
ゼ
ミ
「OTK7

」
の
「
オ

タ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
が
勝

ち
残
り
決
勝
戦
に
進
出
し
た
。

　

午
後
３
時
２０
分
か
ら
始
ま

っ
た
決
勝
戦
で
は
、
予
選
・

敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
抜
い
た

８
チ
ー
ム
が
、
熱
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
。
審
査
の
結
果
、
第
３

回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
１
位
に
は
、
藤
原
忠
毅
ゼ

ミ
「Team TKT.

」
が
、
２

位
に
は
江
島
由
裕
ゼ
ミ
の

「
テ
ネ
リ
タ
ス
」
が
、
３
位
に

は
藤
原
忠
毅
ゼ
ミ
の
「
経
音

部
」
が
選
ば
れ
た
。

　

德
永
光
俊
学
長
か
ら
表
彰

状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
を
贈

呈
さ
れ
た
各
チ
ー
ム
の
代
表

は
「
感
動
で
何
も
言
え
な
い
。

Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

に
か
か
わ
っ
て
く
れ
た
み
ん

な
に
お
礼
を
言
い
た
い
」、

「
１
年
間
応
援
や
支
援
を
し
て

く
れ
た
先
生
や
先
輩
の
お
か

げ
で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
」、

「
予
選
で
負
け
て
泣
き
そ
う
だ

っ
た
が
３
位
に
な
れ
て
良
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
、
満
面
の
笑

２
０
１
２
年
度
・
春
学
期
卒
業
式

顔
で
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

　

続
く
閉
会
式
で
は
大
会
委

員
長
を
務
め
た
坂
東
幸
樹
さ

ん（
経
営
学
部
３
年
）が
あ
い

さ
つ
。「
今
回
の
反
省
点
を
後

輩
に
伝
え
、
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１

グ
ラ
ン
プ
リ
を
よ
り
良
い
大

会
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

は
宮
は
宮

ゼ
ミ
ゼ
ミ

？
自
？
自

女
の
女
の

」
が
」
が

出
を
出
を

は
、
はは
、

た
藤
た
藤藤

」
のの

/NO
/NO

ま
し
た
」
な
ど

満
面
の
笑

ま
し
た

な
ど

満
面
の
笑「

は
て
に
ゃ
ん
。」

「
80
」
も
登
場

学
生
企
画
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

　創立80周年記念事業・学生企画の「キャンドルナイト」
が、11月4日(日)午後6時からA館前で行われ、800個のキ
ャンドルが、本学キャラクターの「はてにゃん。」や、「リ
ボン」のイラスト、「80」の文字を浮かび上がらせた。
　実行委員会のリーダーは粟坂史明さん（経営情報学部2年）
で、「LEDキャンドルに、半分に切ったペットボトルを被
せ、僕たち学生の言葉を描いた和紙を巻き点灯しました」。
　学内で廃棄されたペットボトルを大学の協力で集めたと
いうことだが、「それらを洗って半分に切る作業が大変でし
た」と粟坂さん。また和紙に描かれた言葉は、Twitterを利
用したり、学祭などで手分けして集め、一枚一枚手描きし
ていったという。「学園祭の最終日は、いつも午後6時頃に
なると屋台なども終わり閑散としてしまう。余韻を長く楽
しんでほしいと思いました。A館での大樟祭コンサート『髭』
LIVEの終了時刻にも合わせたいと思いました。」
　そして午後6時30分にA館内外の照明が消えると、会場
はさらに幻想的な雰囲気に。「告白する勇気が欲しい」「就
職が決まりますように」「やる気になれば輝ける」といった
学生たちの思いや願いが、キャンドルの炎に温かく揺れて
いた。
　約40名の学生が力を合わせて成功させたキャンドルナイ
トの企画。点灯後は大勢で記念撮影をしてリーダーなどを
胴上げ。「皆さんのおかげで無事に実施できました。ありが
とうございました」とあいさつした粟坂さんや実行委員た
ちの表情には達成感があふれていた。

2位

3位

1位に

　

ま
ず
午
前
１０
時
か
ら
の
予

選
で
は
、
Ａ
〜
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク

の
４３
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
研
究
を
深
め
、
聴
衆
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
工
夫
を

凝
ら
し
、
練
習
を
重
ね
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
次
々

に
披
露
。

　

そ
し
て
全
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、
審
査

員
の
採
点
が
集
計
さ
れ
、
Ａ

第3回
ZEMI-1グランプリ

1位

と
決
意
を
述
べ
た
。
そ
し
て

最
後
に
德
永
学
長
が
「
Ｚ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は

年
々
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、『
ゼ
ミ
の
大
経
大
』
の
成

果
を
感
じ
る
」
と
、
学
生
た

ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

人
間
科
学
部

経
営
学
部

経
営
情
報
学
部

卒
業
証
書
授
与
風
景

　

続
い
て
勝
田
泰
久
理
事
長
が
、「
日
本

の
経
済
・
政
治
・
外
交
な
ど
は
好
ま
し

い
状
況
で
は
な
い
が
、
社
会
は
若
さ
と

突
破
力
を
持
っ
た
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
て
待
っ
て
い
る
。
ま
ず
職
業
人
と

し
て
自
身
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、

自
分
で
考
え
自
分
で
行
動
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
人
間
は
一
人

で
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
学
の

先
輩
・
後
輩
・
同
級
生
、
そ
し
て
職
場

の
先
輩
や
同
僚
と
つ
な
が
り
、
教
職
員

と
連
携
し
て
世
の
中
を
つ
く
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
岡
内

友
樹
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
、
最
後
に
全

員
で
学
歌
を
斉
唱
し
て
式
典
は
終
了
。

卒
業
式
に
列
席
し
て
い
た
保
護
者
か
ら

は
「
社
会
人
と
し
て
無
事
に
巣
立
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」、「
卒
業
は

う
れ
し
い
が
大
変
な
時
代
な
の
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

経
済
学
部

テーマ：太陽光発電普及に
　　　　つながる創造
　エネルギー問題への関心が高まる
なか、日本政府が掲げる太陽光発電
の目標値「791億kWh」は実現可能
なのかどうか。「家庭と国」「企業と
国」の視点から現状や問題点を検証。
太陽光発電普及に向けてのシステム
やビジネスモデルなどを提案した。

藤原忠毅ゼミ「TeamTKT.」

テーマ：新しいショップの創造/
　　　　テネリータメゾンの
　　　　大阪進出支援プロジェクトを通じて
　大阪への進出を予定しているオーガニック
コットン製品のショップに着目。タオルを使っ
たモニター調査やインタビュー調査などを実
施し、品質の良さに対する満足度をいかに購
買に結びつけるか、競合他社との差別化戦略
などを含めて提案した。

江島由裕ゼミ「テネリタス」

藤原忠毅ゼ
ミ「経音部

」

テーマ：音楽産業の未来／
　　　　NO LIVE NO LIFE
　デジタル音楽の普及でCDは消え去
っていくのか。その疑問をもとに、ラ
イブとCD・DVDの相関関係を調査し、
ひんぱんにライブに行く人ほどCDを購
入するという補完関係を立証。音楽産
業活性化の起爆剤として、ポイント制
の「ライブカード」を提案した。

TeamTKT.
TeamTKT.
藤原忠毅

ゼミ
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本
学
創
立
８０
周
年
記
念
「
学
生
向
け

講
演
会
」
の
第
１
弾
が
１１
月
９
日（
金
）、

本
学
Ｏ
Ｂ
で
株
式
会
社
徳
島
銀
行
代
表

取
締
役
頭
取
の
吉
岡
宏
美
氏
を
講
師
に

迎
え
、
Ｃ
館
３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
テ

ー
マ
は
「
社
会
人
と
し
て
の
生
き
方
」。

吉
岡
頭
取
は
三
十
余
年
に
わ
た
る
銀
行

員
と
し
て
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
「
皆

さ
ん
に
と
っ
て
今
最
も
必
要
な
の
は
、

き
ち
ん
と
し
た
人
生
の
目
標
を
持
つ
こ

第
１
回　

エ
コ
ノ
ミ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
グ
ロ
ー
バ
ル
恐
慌
と

日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」

と
だ
」
と
語
り
か
け
た
。

　

吉
岡
頭
取
は
徳
島
県
立
池
田
高
校
か

ら
本
学
経
済
学
部
に
進
み
、
卒
業
後
、

徳
島
相
互
銀
行（
現
・
徳
島
銀
行
）に
入

行
。
脇
町
支
店
長
、
人
事
部
長
、
営
業

企
画
部
長
、
総
合
企
画
本
部
長
な
ど
を

歴
任
し
、
２
０
１
１
年
、
代
表
取
締
役

頭
取
に
就
任
し
た
。

　

講
演
で
吉
岡
頭
取
は
「
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
」「
雇
用
統
計
の
推
移
」
な

ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
、「『
将
来

は
今
よ
り
悪
く
な
る
』
と
考
え
、
将
来

の
展
望
を
持
て
な
い
若
者
が
増
え
て
い

る
」
と
分
析
。
吉
岡
頭
取
は
「
今
の
若

者
は
厳
し
い
状
況
に
生
き
て
い
る
」
と

学
生
た
ち
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、

「
人
生
の
目
標
を
し
っ
か
り
持
っ
て
一
日

一
日
を
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

り
か
け
、
さ
ら
に
「
学
生
時
代
と
は
違

い
、
就
職
後
は
日
々
評
価
さ
れ
、
そ
の

 「
社
会
人
と
し
て
の
生
き
方
」語
る

株
式
会
社
徳
島
銀
行　

吉
岡
宏
美
代
表
取
締
役
頭
取（
１
９
７
５
年　

経
済
学
部
卒
）

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
次
に
与
え
ら
れ
る

職
場
が
決
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に

は
『
自
分
は
他
人
に
負
け
て
い
な
い
』

と
実
感
で
き
る
こ
と
が
大
事
。
学
生
時

代
か
ら
常
に
自
分
の
位
置
を
意
識
し
、

『
ト
ッ
プ
に
な
る
』
こ
と
よ
り
も
、
む
し

ろ
『
中
間
よ
り
上
を
維
持
す
る
』
努
力

を
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　

ま
た
「
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

出
会
い
を
自
ら
作
り
出
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
、「
銀
行
は
ど
こ
で

も
同
じ
商
品（
お
金
）を
扱
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
お
客
さ
ま
か
ら
『
あ
の

人
に
相
談
し
て
み
よ
う
』
と
思
わ
れ
る

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
。
そ
し

て
お
客
さ
ま
が
求
め
て
い
る
も
の
を
提

案
し
、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
時
に
初
め

て
金
融
と
い
う
仕
事
が
生
ま
れ
る
」
と

話
し
た
。

　

講
演
後
に
は
質
疑
応
答
も
あ
り
、「
頭

取
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、
吉
岡
頭
取
は
「
正
し
い
経
営

判
断
を
す
る
た
め
、
企
業
の
ト
ッ
プ
は

多
く
の
仕
事
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
必
要
だ
」
と
強
調
し

た
。

浜
矩
子
氏
＋

　
　

熊
倉
修
一
教
授

大経大トークセッション

創
立
80
周
年
記
念
「
学
生
向
け
講
演
会
・
第
１
弾
」

経済・ビジネスの
可能性考える

第
２
回　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
ビ
ジ
ネ
ス
が
社
会
を
変
え
る
」

春季 大学院社会人入学試験大学院社会人入学試験
（サテライトコース）（サテライトコース）

大学院社会人入学試験
（サテライトコース）

出願期間：2013年1月16日（水）～23日（水）

試 験 日：経営情報研究科　2013年2月16日（土）
　　　　　経営学研究科　2013年2月17日（日）

選考方法：口頭試問、小論文（専攻による）

学びのポイント：
　①仕事のリズムを崩さず、平日夜間と土曜日に開講
　②実務家を教員に招き、実践的理論を修得
　③学ぶ意欲にチャンスを。奨学金制度も充実

詳しくはwebで！http://kitahama-osaka-ue.jp
北浜キャンパス事務室（06-6231-1570）

　

第
１
回
は
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
」。
講
演
者
は
同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
科
教
授
の
浜
矩
子
氏
で
、
基
調

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
恐
慌
と

日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」。
浜
氏
は
、「
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
金
融
恐
慌
が
起
き

た
後
、
金
融
と
財
政
の
間
で
恐
慌
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
が
無
限
に
続
い
て
い
る
」
と

指
摘
。
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
恐
慌
を
生
き

抜
く
方
策
に
つ
い
て
、「
成
長
が
無
け
れ
ば

ダ
メ
と
い
っ
た
発
想
が
日
本
の
経
済
社
会

を
毒
し
て
い
る
」
と
批
判
。
そ
の
う
え
で

「
日
本
は
世
界
最
大
の
貯
蓄
国
で
あ
り
成
熟

度
の
高
い
大
人
の
経
済
に
な
っ
て
い
る
。

大
人
に
は
大
人
の
経
済
の
ま
わ
し
方
が
あ

り
、
シ
ェ
ア（
市
場
占
有
率
）か
ら
シ
ェ
ア

（
分
配
）へ
の
発
想
の
切
り
替
え
が
必
要
。

奪
い
合
う
シ
ェ
ア
で
は
な
く
分
か
ち
合
う

シ
ェ
ア
へ
。
成
長
戦
略
で
な
く
成
熟
戦
略

　

本
学
創
立
８０
周
年
記
念
講
演
会
・
第
３
弾
と
な
る
大
経
大
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
「
こ
れ
か
ら
の
経
済
の
ゆ
く
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
考
え
る
」
の
第
１

回
が
９
月
１５
日（
土
）、
第
２
回
が
９
月
２２
日（
土
・
祝
）の
午
後
１
時
３０
分
〜
午

後
３
時
、
Ｃ
館
３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
日
本
を
代
表
す
る
経
済
人
や
現
役
経
営

者
と
本
学
教
員
が
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
語
り
合
お
う
と
い
う
も
の
で
、

両
日
と
も
事
前
に
募
集
し
た
２
１
０
名（
第
１
回
）、
１
７
３
名（
第
２
回
）の
来

場
者
で
会
場
は
満
員
。
学
生
や
、
年
齢
層
の
低
い
市
民
の
姿
も
目
立
っ
た
。

へ
の
発
想
の
切
り
替
え
が
必
要
だ
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
本
学
の
熊
倉
修
一
教
授（
経
済
学

部
）が
「
日
本
経
済
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
バ
ブ
ル
経
済
崩

壊
後
か
ら
現
在
に
至
る
日
本
経
済
の
動
向

と
、「
失
わ
れ
た
２０
年
」
と
言
わ
れ
る
日
本

経
済
の
背
景
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を

め
ぐ
る
国
内
・
海
外
の
課
題
を
説
明
。
日

本
の
経
済
成
長
を
リ
ー
ド
す
る
新
し
い
戦

略
的
分
野
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

最
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
評
論

家
の
岡
田
晃
氏（
本
学
客
員
教
授
）が
司
会

を
務
め
、
日
本
や
Ｅ
Ｕ
が
、「
恐
慌
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
」
か
ら
立
ち
直
れ
る
の
か
や
、

グ
ロ
ー
バ
ル
恐
慌
に
お
け
る
中
央
銀
行
の

現
状
、
今
後
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

　

第
２
回
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ッ
シ
ョ

ン
」。
講
演
者
は
株
式
会
社
セ
ブ
ン̶

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長
最
高

執
行
責
任
者（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）の
井
阪
隆
一
氏
で
、

基
調
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
セ
ブ
ン̶

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
事
業
戦
略
／
変
化
す

る
お
客
様
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」。
井
阪
氏

は
、
来
年
、
創
立
４０
周
年
を
迎
え
る
と
い

う
セ
ブ
ン̶

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
「
小

売
業
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
」「
成
長
の
要

因
」「
環
境
変
化
と
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
」「
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
拠
点
と
し
て
の

さ
ら
な
る
変
化
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
」
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。
加
速
す
る
高
齢
化
や

女
性
の
社
会
進
出
と
い
っ
た
環
境
の
変
化

に
対
応
し
、「
近
く
て
便
利
」
を
進
化
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
の
強
化
を
紹
介
。「
日

本
と
世
界
で
、
お
客
様
の
役
に
立
っ
て
い

き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
本
学
の
吉
野
忠
男
准
教
授（
経
営

学
部
）が
「
経
営
者
は
一
般
人
と
は
異
な

る
。
井
阪
社
長
は
、
深
夜
・
昼
前
・
夕
方

の
『
弁
当
３
便
制
』
を
初
め
て
制
度
化
し

た
人
。
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
時
、
成

長
し
て
い
く
時
に
何
を
学
び
蓄
積
し
て
い

く
の
か
。
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い

く
う
え
で
社
長
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
」
と
基
調
講
演

を
受
け
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

そ
し
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
第
１

回
に
続
い
て
岡
田
晃
氏
が
司
会
を
務
め
、

「
世
の
中
の
た
め
に
な
る
活
動
を
し
な
い
と

い
け
な
い
。
社
員
を
含
む
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
幸
せ
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
絶
対
に
ト
ッ
プ
は
妥
協
し
て

は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
、
井
阪
氏
の
経

営
者
と
し
て
の
基
本
的
姿
勢
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

ま
た
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
本
学
４
年

の
男
子
学
生
が
質
問
。「
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
か
」
と
の
問
い
に
、

井
阪
氏
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
丁
寧
に
応

答
し
て
い
た
。

井
阪
隆
一
氏
＋

　
　

吉
野
忠
男
准
教
授

浜矩子氏

井阪隆一氏
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情
報
社
会
学
部
開
設
記
念
特
別
企

画
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

ス
ト
・
津
田
大
介
氏
の
「
特
別
ゼ
ミ

ナ
ー
ル（
第
１
部
）」
と
「
開
設
記
念

講
演
会（
第
２
部
）」
が
１１
月
１２
日

（
月
）午
後
３
時
か
ら
Ｃ
館
で
行
わ
れ

た
。

　

Ｃ
館
６３
教
室
で
行
わ
れ
た
特
別
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ
は
「
情
報
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
に
な
る
に
は
」。
事
前
に

応
募
し
た
情
報
社
会
学
部
と
経
営
情

報
学
部
の
学
生
１４
名
が
参
加
し
た
。

　

津
田
氏
は
ま
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
を
本
業
と
し
た
う
え
で
取
り
組
ん

で
い
る
、
政
治
分
野
か
ら
教
育
分
野

に
お
よ
ぶ
自
ら
の
多
様
な
仕
事
や
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
経
歴
な
ど
を
紹

介
。
そ
の
う
え
で
、「
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
ネ
ッ
ト

で
の
表
現
を
始
め
た
理
由
に
つ
い
て

「
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
対
抗
策
と
し
て
ネ

ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
を
作
る
必
要
性
を
感

じ
た
。
人
の
心
を
動
か
し
世
の
中
を

変
え
る
動
き
や
流
れ
を
作
り
た
か
っ

た
」
と
説
明
。「
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は

と
に
か
く
使
う
」「
や
り
た
い
こ
と
を

や
る
た
め
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
収
入
を

確
保
す
る
」「
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
っ

て
共
鳴
す
る
仲
間
を
作
る
」
な
ど
学

生
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
述
べ
た
。

　

ま
た
質
疑
応
答
で
は
、
情
報
発
信

の
仕
方
、
ネ
ッ
ト
と
政
治
、
匿
名
性

の
問
題
、
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
な
ど
に
つ
い

て
学
生
か
ら
質
問
が
あ
り
、
津
田
氏

は
自
ら
の
経
験
に
照
ら
し
て
丁
寧
に

回
答
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
「
様
々

な
も
の
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
自

分
が
い
か
に
生
き
て
い
く
か
考
え
さ

せ
ら
れ
た
」「
政
治
メ
デ
ィ
ア
に
興
味

が
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
と
話
し

満
足
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

続
く
開
設
記
念
講
演
会
は
、
午
後

４
時
４５
分
か
ら
Ｃ
館
３１
教
室
で
行
わ

れ
、
テ
ー
マ
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
が
変
え
る
社
会
」。
学
生
や
一
般

市
民
な
ど
１
５
０
名
が
聴
講
し
た
。

　

津
田
氏
は
「
激
変
す
る
情
報
環
境

が
、
ど
う
社
会
に
影
響
し
て
い
く
の

か
に
つ
い
て
話
し
た
い
」
と
前
置
き
。

ま
ず
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
情
報
の
流
れ
の

違
い
、
日
本
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
現
状
、Twitter

とFacebook

の

違
い
な
ど
を
説
明
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
現
象
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
」「
共

感
・
協
調
」「
リ
ン
ク
に
よ
る
具
体
的

行
動
の
促
進
」「
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
こ

と
」「
透
明
性
・
興
味
喚
起
」
な
ど
を

挙
げ
、「
従
来
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

人
た
ち
が
自
然
に
つ
な
が
り
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
起
き
る
」
と
、
夏
に
官
邸

前
で
繰
り
返
さ
れ
た
反
原
発
デ
モ
な

ど
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
解
説
。
ま

た
ネ
ッ
ト
で
話
題
に
な
る
た
め
の
要

素
と
し
て
、「
共
感
」「
リ
ア
ル
タ
イ

ム
性
」「
新
規
性
」
を
、
人
を
動
か
す

た
め
の
三
原
則
と
し
て
、「
ビ
ジ
ョ

ン
」「
デ
ザ
イ
ン
」「
フ
ァ
ン
／
楽
し

さ
」
な
ど
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
革
命
が
起
き
て
い
る
こ

と
を
正
し
く
認
識
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
・
速
報
性
・
共
感
を
意
識
し
た
情

報
発
信
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
。

し
か
し
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
け
で
は
現
実
は
変
わ
ら
ず
、
リ

ア
ル
と
の
相
乗
効
果
も
大
事
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

情
報
社
会
学
部
開
設
記
念
特
別
企
画

特別ゼミナール（第１部）

開設記念講演会（第２部）

　9月24日
「発行体格付」A＋（安定的）を
維持

　10月5日本学のグリークラブが大阪市
立淡路中学校で音楽交流会を行いました。

10月20日・21日
第45回全日本学生室内自転車
競技選手権大会
田中・谷村ペア 準優勝！

2012年度
格付について

グリークラブ
大阪市立淡路中学校で

音楽交流会

自転車部（サイクルサッカー班）
大会結果

10月20日・21日
野辺山帝産アイススケートリンク
第35回日本学生ショートトラック
スピードスケート選手権大会
総合2位（131点）
　残念ながら、本学の2連覇はなり
ませんでしたが、1位の山梨学院大
学（132点）と1点差の2位の好成績
を残しました。次回はぜひ王座奪回
を期待しましょう。
　  500ｍ3位　　　　 坂本侑馬
　1000ｍ2位　　　　上村翔太
　1500ｍ2位　　　　吉川政志
　3000ｍ2位　　　　吉川政志
　5000ｍリレー優勝　大阪経済大学

◎
主
な
成
績

●
経
済
学
部
経
済
学
科
4
年

　

八
木
大
輔

　

大
阪
府
／
奈
良
県　

小
学
校

●
経
済
学
部
経
済
学
科
4
年

　

宮
谷
祐
太

　

大
阪
府　

小
学
校

アイススケート部　大会結果 「小学校教諭一種免許状
プログラム」の第１期生
２名が現役合格

新
聞
掲
載

8月22日 大阪日日新聞 朝刊 大阪 大経大で80周年記念講演会
　来月15、22日参加者を募集 研究支援部

9月29日 毎日新聞 朝刊 大阪 企業担当者が講師　内定者で面接再現 進路支援部
9月30日 大阪日日新聞 朝刊 大阪 古着、世界へ届けよう 学生スタッフ

10月 2日 読売新聞 朝刊 大阪 大経大80周年記念式典に700人 80周年事務室・総務部

10月 2日 大阪日日新聞 朝刊 大阪 大経大創立80周年関係者700人
盛大に祝う 80周年事務室・総務部

10月 2日 日刊工業新聞 朝刊 東京 創立80周年記念式典　大阪経済大学 80周年事務室・総務部

10月 3日 繊研新聞 朝刊 全国 協力得て広がる衣料品回収
なんばウォークは大学生がお手伝い 学生スタッフ

10月 8日 大阪日日新聞 朝刊 大阪 大経大創立80周年 80周年事務室・総務部

10月 8日 日本消費経済新聞 朝刊 ＂あなたの古着を世界へ＂
なんばウォークで開催 学生スタッフ

10月11日 産経新聞 朝刊 大阪 正しい走り方大学生が伝授
東淀川区の大桐小で出前授業 陸上部

10月13日 全私学新聞 創立80周年記念式典開催
来賓約800人が祝う大阪経済大学 80周年事務室・総務部

10月17日 大阪日日新聞 朝刊 大阪 ハードル走の＂コツ＂伝授
大経大陸上部小学生に出前授業 陸上部

10月24日 毎日新聞 朝刊 大阪 大阪経済大学創立80周年
卒業生が最大の財産 80周年事務室・総務部

10月26日 産経新聞 大阪 朝鮮学校の実態パンフ刊行
脱北者守る会

経営学部
山田文明准教授

10月27日 朝日新聞 朝刊 大阪
避難ママつながり支え合う
　放射能・二重生活・・・つらさ共有
　大阪で交流会

経済学部客員教授
原田多美子

10月31日 朝日新聞 朝刊 大阪
下請け雇用にも影　電機不振「とても新
規採用は」独自色の中小、新卒に熱視線
　学生の希望大手上回る

進路支援部

11月 3日 大阪日日新聞 朝刊 特集 関西六大学野球　秋季リーグ全日程終了 硬式野球部
11月18日 読売新聞 朝刊 地域 高校生フォーラムグランプリなど表彰 17歳からのメッセージ

掲載日 掲載日媒体名 媒体名内容 内容・時期対象 対象

W
E
B
掲
載

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

冊
子

9月17日 ウーマンライフWEB版
若い力で盛り上げます！－なんばウォー
ク「あなたの古着を世界へ届けよう」－ 学生スタッフ

9月29日 毎日jp
大学生/就活：14年春卒の採用広報スター
トまで約2カ月　合宿でやる気アップ
企業担当者が講師、内定者で面接再現

進路支援部

10月2日 大阪日日新聞ウェブ
関係者700人盛大に祝う
大経大創立80周年 80周年事務室・総務部

10月11日 msn産経ニュース 正しい走り方、大学生が伝授東淀川区の大桐小で出前授業 陸上部

10月11日 YAHOO! JAPAN
NEWS

正しい走り方、大学生が伝授
東淀川区の大桐小で出前授業 陸上部

10月17日 大阪日日新聞ウェブ
ハードル走の＂コツ＂伝授
大経大陸上部が出前授業 陸上部

10月24日 毎日jp キャンパスNOW：大阪経済大学80周年
記念式典で勝田理事長「卒業生が最大の財産」80周年事務室・総務部

9月21日 eo光ニュースＫ 16:00～16:15 就活解禁に向け特訓講座 進路支援部

9月22日
Saturday Amusic Islands 
Morning Edition

7:00～12:00 あなたの古着を
世界へ届けよう 学生スタッフ

10月2日 地元ニュース 20:30～21:00
22:00～22:30

あなたの古着を
世界へ届けよう 学生スタッフ

10月18日 eo光ニュースＫ 大学の陸上部が出前授業 陸上部

9月1日 バンクビジネス 2012年
9月1日号

教えて先生！
マーケットの基礎知識

経済学部
山口雅生准教授

9月15日 examiner
25周年記念特集人こそ力　対談大学と人
づくり　社会、産業界とつながる大学へ　
経済・経営の伝統に磨きをかける大経大

勝田泰久理事長・
牧野明次岩谷産業会長
兼CEO

10月1日 広報ひがしよどがわ №197 大阪経済大学で貴重書の
展示を行います。 研究支援部

2012年10月→
2013年1月

男女共同
参画情報誌クレオ 秋号

被災者支援
～大阪の私たちにできること～

経済学部客員教授
原田多美子

10月1日 バンクビジネス 2012年
10月1日号

教えて先生！
マーケットの基礎知識

経済学部
山口雅生准教授

メディア情報メディア情報メディア情報メディア情報 本学の学生、教員の取組が様々なメディアに取り上げられました。詳細は大学Webをご覧ください。 　http://www.osaka-ue.ac.jp/

10月21日
第12回鬼太郎カップ境港駅伝競走大会
大学の部 第3位（2時間15分32秒）

10月26日
2012関西学生陸上競技個人選手権大会
10000m競歩
笹谷拓穂 第１位（44分27秒69）

陸上競技部　大会結果

全日本大学駅伝15位！ 　11月4日（日）に「秩父宮賜杯第44回全
日本大学駅伝対校選手権大会」が熱田神
宮〔愛知県〕～伊勢神宮〔三重県〕で行
われました。大学関係者・OBの皆さんの
応援の中、選手たちが精一杯頑張り総合
15位という結果を残すことができました。

5時間32分23秒（15位）

　
　

メ
デ
ィ
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

津
田
大
介
氏
が
ゼ
ミ
と
講
演

自自

　「小学校教諭一種免許状プログラ
ム」の第１期生２名が、現役合格を
果たしました。本学で、現役の小学
校教員が誕生した初の快挙です。
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2013年度　一般入試　

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
テ
ー
マ
①
「
今

ま
で
の
自
分
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
」

部
門
で
は
、
住
田
雅
典
さ
ん（
大
阪
市

立
生
野
工
業
高
等
学
校
）の
「
無
償
の

愛
」
と
、
渡
辺
美
咲
さ
ん（
佐
賀
県
立

佐
賀
西
高
等
学
校
）の
「『
未
来
の
私
』

宛
て
の
メ
ー
ル
」
が
、
そ
し
て
テ
ー

マ
③
「
今
、
こ
れ
だ
け
は
言
い
た

い
！
」
部
門
で
は
、
原
田
可
奈
子
さ

ん（
大
分
県
立
佐
伯
鶴
城
高
等
学
校
）

の
「
父
と
軽
ト
ラ
」
が
選
ば
れ
た
。

テ
ー
マ
②
「
世
の
中
の
出
来
事
か
ら

考
え
る
未
来
」
部
門
に
は
今
年
度
も

該
当
作
品
が
な
か
っ
た
。
ま
た
本
学

学
生
に
よ
る
学
生
審
査
員
賞
に
は
、

テ
ー
マ
①
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
渡
辺
美
咲
さ
ん
の
「『
未
来
の
私
』

宛
て
の
メ
ー
ル
」
が
選
ば
れ
、
ダ
ブ

ル
受
賞
と
な
っ
た
。

　

第
１
部
の
表
彰
式
で
は
、
ま
ず
德

永
光
俊
学
長
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

最
高
指
導
者
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
言
葉

を
引
用
し
て
「
思
い
や
り
」
の
心
の

大
切
さ
を
強
調
。「
日
本
人
に
と
っ
て

の
思
い
や
り
の
心
と
は
、『
お
か
げ
さ

ま
』
と
い
う
言
葉
。
１７
歳
の
皆
さ
ん

が
書
い
て
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

そ
の
『
お
か
げ
さ
ま
』
と
、
そ
こ
か

ら
将
来
を
考
え
る
『
こ
こ
ろ
ざ
し
』

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
二
つ
の
言
葉
は

２１
世
紀
の
日
本
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

A方式（2教科）入試
■出願期間
　2013年1月4日（金）～1月21日（月）
　締切日消印有効 
■試験日
　2013年1月28日（月）・29日（火）・
　　　　　 30日（水） 
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2013年2月15日（金）

B方式入試（3教科型・ベスト2教科型）

■出願期間
　2013年1月4日（金）～1月25日（金） 
　締切日消印有効
■試験日
　2013年2月6日（水）・7日（木）
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2013年2月15日（金）
※ベスト2教科型は、3教科型で受験したなかの高偏差
値の2教科で合否の判定を行います。この方式に出願
するには3教科型を受験することが必要です。

C方式入試
　 （4教科型・3教科型・ベスト2教科型）

■出願期間
　2013年1月4日（金）～1月30日（水）
　締切日消印有効
■センター試験日
　2013年1月19日（土）・20日（日）
※C方式はセンター試験の結果をもとに選考しま
す。本学の個別学力検査はありません。

■合格者発表
　2013年2月15日（金）

D方式（2教科）入試
■出願期間
　2013年2月18日（月）～2月26日（火）
　締切日消印有効
■試験日
　2013年3月5日（火）
※異なる2学科の併願が可能。併願する場合は、
第1志望・第2志望を登録します。

■合格者発表
　2013年3月12日（火）

406

り
、
そ
の
よ
う
な
心
を
今
後
も
伸
ば

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
審
査
に
あ
た
っ
た
読
売

新
聞
大
阪
本
社
の
本
多
宏
氏（
編
集
委

員
）が
、「
期
待
に
た
が
わ
な
い
作
品

ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
内
容

を
文
章
で
表
現
で
き
る
こ
と
は
、

我
々
の
よ
う
な
文
章
の
プ
ロ
に
と
っ

て
驚
き
で
あ
り
喜
び
。
全
て
の
作
品

か
ら
感
性
・
知
性
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

と
総
評
。
そ
し
て
表
彰
式
に
参
列
し

た
グ
ラ
ン
プ
リ
・
金
賞
・
銀
賞
・
学

生
審
査
員
賞
の
受
賞
者
５２
名
に
、
德

永
学
長
か
ら
表
彰
状
と
目
録
な
ど
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

第
２
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
勝

田
泰
久
理
事
長
が
「
年
々
、
１７
歳
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
が
充
実
し

て
き
て
お
り
長
く
続
け
て
い
き
た
い
。

こ
の
企
画
に
よ
り
書
く
喜
び
を
感
じ

て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
。
皆
さ
ん

の
高
校
の
後
輩
に
も
ぜ
ひ
応
募
を
勧

め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
高

校
生
た
ち
と
共
に
乾
杯
し
た
。

　

会
場
で
は
受
賞
し
た
高
校
生
同
士

や
、
付
き
添
い
の
保
護
者
・
教
諭
が

談
笑
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
書
か
れ
た

内
容
に
つ
い
て
受
賞
者
同
士
が
和
や

か
に
情
報
交
換
す
る
姿
な
ど
も
見
ら

れ
た
。
ま
た
受
賞
者
が
マ
イ
ク
の
前

で
受
賞
の
感
想
や
作
品
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
し
た
ほ
か
、

学
生
審
査
員
の
田
中
瑞
穂
さ
ん
と
和

田
睦
さ
ん（
い
ず
れ
も
人
間
科
学
部
２

年
）が
、「
高
校
時
代
の
複
雑
な
心
に

向
き
合
う
方
法
を
、
自
分
な
り
に
探

し
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
共
感
で
き
た
」、「
自
分
も
悩
み

を
抱
え
て
い
た
高
校
時
代
を
思
い
出

し
た
」
な
ど
と
学
生
審
査
員
賞
の
選

定
理
由
を
語
っ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
は
、
審
査
委

員
長
を
務
め
た
近
藤
直
美
教
授（
経
済

学
部
）が
「
皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
物
語
が

あ
り
、
私
た
ち
の
感
性
を
磨
い
て
く

れ
た
。
次
は
私
た
ち
が
１７
歳
の
皆
さ

ん
の
心
に
届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ

返
し
て
い
き
た
い
」
と
、
講
評
を
兼

ね
た
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
パ
ー

テ
ィ
ー
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

第
12
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
17
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰
式

が
11
月
17
日（
土
）午
後
１
時
か
ら
、
学
生
会
館
２
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
全
国
か
ら
４
０
６
校
の
高
等
学
校
が
参
加
。

３
２
２
８
５
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
３
点
、
学
生
審
査

員
賞
１
点
、
金
賞
５
点
、
銀
賞
71
点
、
奨
励
賞
71
点
、
学
校
特
別
賞
31

校
が
選
定
さ
れ
た
。

晴れやかな笑顔を見せる（左から）住田さん、渡辺さん、原田さん

表
彰
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
理
事
長

審
査
員
の
本
多
宏
氏
と
話
す
受
賞
者

表
彰
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
学
長

※詳細は本学WEB、入試要項にてご確認ください。問い合わせは本学入試部まで

住田雅典さん（大阪市立生野工業高等学校）
「無償の愛」

渡辺美咲さん（佐賀県立佐賀西高等学校）
「『未来の私』宛てのメール」

原田可奈子さん（大分県立佐伯鶴城高等学校）
「父と軽トラ」

　グランプリ受賞を皆に報告したら、そ
れ以降は、すごく良い子に思われるよう
になった。将来は施設の先生になって無
償の愛を注ぎたい。

　グランプリを受賞したことで、私だけ
が悩んでいるのではないことがわかった。
自分の気持ちに共感してもらえて、とて
も心強く思った。

　正直に書いただけなのでグランプリと
聞いて驚いた。メッセージに登場した父
に「やったな」と言われた。文章を書く
のが好きなので自信がついた。

グランプリ受賞者のひとこと

第第１２１２回高校生フォーラム回高校生フォーラム

　歳からの
メッセージ
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未
来
へ
向
け
、思
い
つ
づ
る

前　期 後　期

 

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
作
品
多
数

全
国　

校
参
加　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
３
点




